
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

歴史的事象について考えたことを表現できる児童の育成 
～問題解決的な学習過程に討論を取り入れて～ 

 
社会科班  土屋 友則（小学校教諭） 

歴史学習の現状と課題 

断片的な知識はもっているけれど、それを利

用したり、自分の考えを相手に伝えたりする

力がもっとあるといいな！ 

覚えたことを使って自分の考えを書いたり、

話したりできると楽しいだろうな！ 

問題解決的な学

習過程に言語活

動の討論を取り

入れよう！ 

具体的な手だて 

つかむ ≪討論に向けて見通しをもつ≫ 

何を調べれば

良いのかな？ 

年表に廃藩置県

とか地租改正な

どという政府の

政策が書いてあ

るね！ 

[手だて１]資料・年表・写真から疑問をもち、話し合

い、単元を貫く討論のテーマ（課題）をつくる 

これから調べるキーワードやテーマに対する予想が

書かれたノート 

            時代の特色を表すキーワードを利用して、ノートに自分の考えをたくさん書き、討論の場で友達に 

意見を言う児童が増えた。児童は自分の意見を表現できる討論のある授業が楽しいと感じている。 

成    果 

追究する 

まとめる 

≪討論に必要な知識の習得≫ ≪自分の考えを表現≫ 

≪最終的な考えを表現≫ 

[手だて２] 

討論を意識した

調べ学習をし、

友達の調べたこ

とに対して質疑

応答する 

＜討論シート＞ 左には調べた事実。右には対応す

るように自分の考えが書いてある。 

自分の考えを黒

板に書こう！ 

友達の調べた

ことに質問！ 

[手だて３] 

討論シートを利用して自分の考

えをノートにまとめ、実際の討論

を行う 

[手だて４] 

討論シートや参考資料を

もとに、最終的な自分の考

えをノートにまとめる 

時代の特色を表すキーワードを利用して自分の考えをまとめたノート 

明治政府は良い政府なの？

悪い政府なの？ 

 

調べたこと

を黒板に書

こう！ 

私は良い政

府だと思い

ます。 

最終的な自分の考え

をたくさん書こう！ 


